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Fig.  Amount of L-DOPA in JVB under various cooking conditions 
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ハッショウマメ調理品の抗酸化性に関する研究 

研究 

概要 
ハッショウマメの調理特性に基づいた利用拡大のための研究 

 

 食環境科学部 健康栄養学科 

飯島 久美子 准教授 Kumiko Iijima 

研究キーワード：ハッショウマメ 調理特性 抗酸化性 L-DOPA 味噌 

URL： http://researchmap.jp/g0000213004 
 

研究シーズの内容 

＜背景＞ムクナ属のマメ科植物であるハッショウマメ（学名 Mucuna pruriens var. utilis cv. 

Hassjoo）はアレロパシー(他感作用：雑草抑制効果、昆虫の誘因忌避など）を有し、その原因物質で

ある L-3,4dihydroxy-phenylalanine(L-DOPA）を約 4%と多く含み、緑肥として利用されています。し

かし、多収穫であるにもかかわらず、食用としてはあまり利用されていません。L-DOPA はドーパミン

やアドレナリンの前駆体であり、重合して褐変物質を生成しますが、多量に摂取すると下痢嘔吐を起

こすことがあるため、ハッショウマメの利用拡大には調理による L-DOPA の除去方法を確立する必要

があります。 

＜内容＞これまでにハッショウマメの調

理特性について検討し、豆の吸水特性

や調理による L-DOPA 量の段階的な低

減・除去が可能であることを明らかにしま

した。さらに、ハッショウマメを利用した調

理品として煮豆や餡、焙煎粉を用いたパ

ン、クッキーやパウンドケーキを調製し、

特徴と嗜好性を検討しました。その結

果、焙煎粉を用いた調理品に高い嗜好

性が認められました。そこで、それらの調

理品の抗酸化性が確認できれば、利用

拡大につながるものと考えられます。ま

た、ハッショウマメはデンプン性の豆です

がタンパク質量が多く、発酵食品である

味噌としての利用も可能です。現在「ハッ

ショウマメ味噌」の嗜好性および抗酸化

性を検討しています。 

活用例・産業界へのアピールポイント 

多収穫という利点を有し未利用食材であるハッショウマメは食資源として利用の可能性が高く、

L-DOPA 量を必要に応じて調整するための調理条件も明らかであり、嗜好性の高い食品についても

検討済みです。 

また、ハッショウマメ味噌の抗酸化性については予備実験からは高い値が確認できており、利用拡大

につながるものと考えられます。 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 
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電磁場と化学物質との複合曝露による変異原性 

研究 

概要 

電磁場と化学物質との複合曝露による変異原性の変化を、新生仔ラットアストロサイト小核

試験を用いて検討した。 

 

 食環境科学部 健康栄養学科 

宮越 雄一 准教授 Yuichi Miyakoshi 

研究キーワード：変異原性 電磁場 

URL： http://researchmap.jp/read0151686 
 

研究シーズの内容 

日常生活環境や職場における電磁場曝露により、脳腫瘍や白血病などの発症率が増加するとい

う疫学調査結果が報告されている。本研究では、 in vivo-ex vivo 新生仔ラットアストロサイト小核試

験を用いて、電磁場(50Hz・10mT)単独曝露および変異原物質と電磁場の複合曝露による変異原

性について検討した。生後 3 日齢の SD 雄性ラットを用いて、電磁場と変異原物質(CDDP、5FU、

MMC、VCR, BLM, DMBA)の複合曝露を行った。電磁場単独曝露群では、擬似曝露群(0mT)と比較

して小核頻度の増加は認められなかったが、 電磁場と CDDP, 5FU, MMC, VCR, BLM ,DMBA との複

合曝露群では、変異原物質単独と比較して、各々1.9, 1.6, 0.4, 1.8, 1.4 or 1.5 倍小核が増加した。

電磁場による CDDP, 5FU, VCR の変異原性の増幅作用、 BLM ,DMBA の変異原性の増加、および

MMC の変異原性の抑制作用が示唆された。化学物質を取扱う作業場では、電磁場を発生する機

器・装置が多数あるので、電磁場と化学物質の複合曝露の検討を行うことは、電磁場曝露のリスク

を評価する面からも重要なことと思われる。 

 

活用例・産業界へのアピールポイント 

化学物質を取り扱う職場、新規化学物質の開発 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

 

図 1 ラットアストロサイト中の小核（上の細胞） 図 2 電磁場曝露装置 


